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令和６年度事業計画 
第１ 事業方針 

  千葉ウィスコンシン協会（CWA）は、千葉県と姉妹提携している米国ウィスコンシン州と、

文化、教育、経済など様々な分野における交流を図り、両県州の発展と将来にわたる永続

的な友好関係を築くことを目的として、平成１６年５月２９日に県民主体の姉妹交流組織

として発足し、今年で２０周年を迎えました。この間、会員交流及び広報活動を通じ、本

協会への参加を促進し、主要事業である友好使節団の受入れ及び派遣などの事業を通じて

ウィスコンシンの市民との交流を深めてきました。 

  令和４年度に立ち上げたワーキンググループによる検討結果を踏まえ、令和５年度には

CWA交流事業の見直しを行い、新任 ALTの歓迎会として BBQを開催しました。令和６年度

は、前年度までの事業実績をもとに、さらに多くの方にウィスコンシン州の魅力を知って

いただけるよう、各分野の事業内容のより一層の充実を図ってまいります。 

 

第２ 事業内容 

１ 会議の開催 

（１）理事会 

   ・日 時：令和６年６月２２日（土）午後３時３０分～４時 

   ・会 場：ホテルポートプラザちば ３階 ≪ポートルーム≫（千葉市中央区） 

 

（２）総 会 

   ・日 時：令和６年６月２２日（土）午後４時～４時４５分 

   ・会 場：ホテルポートプラザちば ２階 ≪ルビー≫（千葉市中央区） 

 

（３）運営委員会 

原則として毎月第二土曜日に開催。委員会の前に各部会（派遣・受入事業、広報、

会員等交流事業）を開催。 

 

２ ウィスコンシン州との交流事業の企画・運営 

（１）千葉県友好使節団の派遣 

    令和６年度は、ウィスコンシン州へ千葉県友好使節団を派遣し、文化・芸術分野 

で、学校や施設訪問、ホームステイ、交流パーティー等を通じて相互に交流を深め 

ます。 

・派遣時期：令和６年１０月２６日（土）成田発～１１月３日（日）成田着（予定） 

・派遣団員数：１０名程度 

 

３ 会員等交流事業の開催 

 ウィスコンシン州への理解を深めるとともに、会員等の親睦を目的として次のとおり

事業を実施します。 

（１）CWA設立２０周年記念交流会 

千葉ウィスコンシン協会設立２０周年を記念した会員交流会を開催します。 

    ・日 時：令和６年６月２２日（日）午後５時～ 

   ・会 場：ホテルポートプラザちば ２階≪ルビー≫（千葉市中央区） 

（２）新任 ALT歓迎会  

８月に着任するウィスコンシン州出身の ALTを歓迎し、相互理解を深める交流会
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を開催します。 

     ・日 時：令和６年９月頃（予定） 

   ・会 場：ＢＢＱ（場所未定） 

（３）食文化交流会  

会員と ALTがお互いの食文化を紹介し合い、親睦を図ります。 

     ・日 時：令和６年１１月頃（予定） 

   ・会 場：千葉市生涯学習センター（千葉市中央区） 

 

４ CWAの活動及びウィスコンシン州に関する広報事業 

ウィスコンシン州に関する情報を収集し発信するため、以下の広報活動を実施しま

す。 

（１）CWA NEWSの発行  

会報「CWA NEWS」を年３回発行します。なお、CWAホームページ(特に動画)との相

乗効果を発揮し、より一層インパクトのある紙面を目指します。  
 
（２）CWAホームページによる各種情報提供  

CWAホームページにより、ウィスコンシン州や当協会等に関する動画を含む各種情

報を提供し、その内容の充実に努めます。 

URL：https://www.chiba-wisconsin.net/   （日本語） 

URL：https://www.chiba-wisconsin.net/e/ （英語）   
 
（３）各種イベントへの参加  

県、市町村等が実施する国際交流関係イベント等へ参加します。  
 
（４）ウィスコンシン州及び同州との交流に関する情報の収集  

Wisconsin-Chiba, Inc.との連携によるウィスコンシン州に関する情報収集を行う

とともに、県内各市町村や団体による交流の状況についても情報収集に努めます。  
 
（５）その他 

前年度に引き続いて「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン※」企画に団体

登録し、CWAの PRを図ると共に、支援を受けることにします。 

※イオンリテール（株）が「お客様を原点に、平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献
する」という企業理念のもと、地域社会への貢献活動日を毎月11日とし、この日に得たレシ
ート総額の１％を団体活動に役立てるため、半年または一年に一回、希望商品として登録団
体に贈呈するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


